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報
恩
講
の
加
勢
で
別
院
に
足
を
運
ん
だ
時
、
伽
藍
を

凝
望
す
る
と
、
そ
の
大
き
さ
に
改
め
て
圧
倒
さ
れ
た
。

ま
ず
は
、
ど
こ
ま
で
も
広
く
高
い
大
屋
根
の
姿
が
見
事

だ
。
お
よ
そ
八
〇
〇
人
以
上
の
参
詣
者
を
受
け
入
れ
る

大
き
な
参
詣
の
間
、
奥
行
き
も
高
さ
も
充
分
に
あ
る
広

い
御
内
陣
、
お
荘
厳
の
仏
具
も
自
坊
の
そ
の
物
と
は
比

べ
物
に
な
ら
な
い
程
大
き
く
立
派
だ
。
そ
の
中
心
に
は

大
き
な
ご
本
尊
阿
弥
陀
如
来
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
我

が
宗
派
の
阿
弥
陀
如
来
は
立
像
だ
。
然
し
、
た
だ
御
立

ち
に
な
ら
れ
て
い
る
訳
で
な
く
、
少
し
前
の
め
り
に
立

た
れ
て
い
る
。
住
立
空
中
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
別
院
の
阿
弥
陀
様
は
こ
の
胡
乱
な
現
代
社
会
情
勢

を
、
そ
し
て
、
私
自
身
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
俯
瞰
さ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
ふ
と
不
遜
な
が
ら
慮
っ
て

み
る
。 

別
院
が
こ
の
三
条
の
地
に
建
立
さ
れ
た
の
は
、
元
禄

時
代
、
一
如
上
人
の
頃
と
聞
い
て
い
る
。
小
児
往
生
の

問
題
で
越
後
の
地
で
異
議
論
争
が
起
こ
り
、そ
の
後「
宗

義
安
心
を
取
り
締
ま
る
目
的
」で
創
設
さ
れ
た
よ
う
だ
。

「
取
り
締
ま
る
目
的
」
と
言
わ
れ
る
と
何
や
ら
心
穏
や

か
で
は
い
ら
れ
ぬ
よ
う
だ
が
、
小
児
の
往
生
一
つ
の
問

題
が
異
議
論
争
を
起
し
、
宗
門
を
も
揺
る
が
す
事
と
な

り
、
ひ
い
て
は
一
坊
を
築
く
ま
で
の
大
問
題
に
発
展
す

る
な
ん
て
話
は
、
民
衆
の
寺
離
れ
が
加
速
度
的
に
進
ん

で
い
る
現
代
を
生
き
る
私
に
は
想
像
す
ら
つ
か
な
い
異

界
の
お
話
に
思
え
て
し
ま
う
。 

今
の
伽
藍
は
明
治
時
代
に
再
建
さ
れ
た
物
だ
が
、
古

人
の
信
心
に
思
い
を
馳
せ
心
静
か
に
自
身
の
生
き
様
を

顧
み
る
場
と
し
て
は
あ
ま
り
あ
る
立
派
な
伽
藍
だ
。
こ

の
度
、
親
鸞
聖
人
の
七
百
五
十
回
御
遠
忌
を
ご
縁
に
改

修
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。
先
日
、
ご
本
尊
の
動
座
式
も

無
事
に
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
工
事
も
始
ま
っ
た
様
で
あ

る
。
一
年
後
に
は
ピ
ッ
カ
ピ
カ
に
仕
上
が
っ
て
、
前
に

も
ま
し
て
立
派
な
素
晴
ら
し
い
伽
藍
を
観
る
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。 

そ
ん
な
ピ
カ
ピ
カ
に
な
る
伽
藍
を
一
如
上
人
始
め
、

有
縁
の
諸
仏
の
方
々
も
御
浄
土
で
御
喜
び
だ
と
思
う
。

が
、
同
時
に
こ
の
時
代
に
お
い
て
そ
の
伽
藍
を
私
達
が

ど
う
生
か
す
の
か
、
厳
し
い
視
線
が
注
が
れ
て
い
る
事

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。 

古
の
行
者
の
声
な
き
声
に
う
な
さ
れ
る
日
々
が
当
分

続
き
そ
う
だ
。 

 

（
第
十
二
組 

安
淨
寺 

安
原 

陽
二 

氏
）  

○
次
回
の
「
三
条
別
院
に
想
う
」
は
、 

 
 

服
部 

敏
男 

氏
（
第
十
組 

光
圓
寺
門
徒
）
よ
り 

ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す 

■

春

彼

岸

会

の

ご

案

内 

 

春
彼
岸
会
を
左
記
の
通
り
厳
修
い
た
し
ま
す
。
有
縁
の

方
々
を
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
是
非
ご
参
詣
下
さ
い
。 

◇
期 

日 

三
月
二
十
二
日
（
土
）
～
二
十
四
日
（
月
） 

◇
日
程
お
よ
び
法
話
講
師 

二
十
二
日
（
土
） 

 

午
前
十
時
～
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
写
真
展
示 

＆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー 

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
逮
夜
法
要 

法
話 

鍋
嶋 

征 

氏
（
第
十
五
組 

通
惠
寺
） 

 

二
十
三
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り
永
代
経
総
経 

法
話 

村
山 

教
二 

氏 

（
真
宗
史
研
究
者 

第
十
一
組
願
興
寺
衆
徒
） 

～
三
条
別
院
の
歴
史
に
聞
く
～ 

お
と
き
（
正
午
） 

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
逮
夜
法
要 

法
話 

ひ
き
続
き 

村
山 

教
二 

氏 

 
 

二
十
四
日
（
月
）
午
前
十
時
よ
り
日
中
法
要 

法
話 

鷲
尾
幸
雄
（
三
条
別
院
輪
番
） 

①
二
十
二
日
午
前
十
時
～
午
後
四
時
ま
で
、
東
日
本
大
震
災
復
興
支

援
写
真
展
示
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

②
二
十
三
日
に
「
二
〇
一
五
年
厳
修
の
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
御
遠
忌

法
要
を
機
に
、
三
条
別
院
と
そ
れ
を
支
え
て
き
た
人
々
の
歴
史
に
改

め
て
学
ぶ
」
と
い
う
趣
旨
で
、
村
山
氏
に
ご
法
話
い
た
だ
き
ま
す
。 

③
二
十
三
日
の
正
午
に
、
お
と
き
を
冥
加
金
二
千
円
に
て
、
ご
用
意

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
三
月
十
七
日
（
月
）
ま
で
に
当

別
院
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

三
条
別
院
の
ご
案
内 

三
条
別
院
に
想
う 

 



■
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
物
品
・
支
援
活
動
写
真
募
集 

既
に
ご
案
内
の
通
り
、
春
彼
岸
会
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
に
提
供
い
た
だ
け
る
物
品
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。 

◇
物 

品 

乾
麺
、
缶
詰
、
お
茶
、
海
苔
、
保
存
が
き
く

食
品
、
食
器
、
タ
オ
ル
、
シ
ー
ツ
等 

◇
支
援
活
動
写
真
・
動
画 

※
三
月
十
六
日
（
日
）
ま
で
に
当
別
院
ま
で
お
届
け
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
お
届
け
い
た
だ
く
の
が
困
難
な
方
、

上
記
以
外
の
物
品
の
ご
提
供
に
関
し
ま
し
て
は
当
別
院

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

■
別
院
子
ど
も
奉
仕
団
Ｉ
Ｎ
木
揚
場
教
会 

 

三
条
別
院
で
は
お
釈
迦
様
の
誕
生
日（
四
月
八
日 

花

ま
つ
り
）、
親
鸞
聖
人
の
誕
生
日
（
四
月
一
日
）
に
あ
わ

せ
て
、
子
ど
も
奉
仕
団
・
お
誕
生
法
要
を
毎
年
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
締
切
間
近
で
す
の
で
お

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

◇
開
催
日 

 

四
月
二
日
（
水
）
～
三
日
（
木
） 

◇
対 

象 
 

小
学
校
新
三
年
生
～
六
年
生 

※
現
在
小
学
二
年
生
～
五
年
生
の
方 

◇
会 

 

場 

木
揚
場
教
会
（
新
潟
市
中
央
区
礎
町
） 

◇
集
合
場
所 

三
条
別
院
（
現
地
集
合
も
可
） 

◇
締 

 

切 

三
月
十
日
（
月
）
必
着
。 

◇
定    

員  

四
十
名 

（
内
、
十
名
東
日
本
大
震
災
被
災
地
か
ら
の
招
待
） 

詳
細
は
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

 

■

御

命

日

（

二

十

八

日

）

の

集

い 

 

宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
命
日
で
あ

り
ま
す
毎
月
二
十
八
日
に
、「
御
命

日
の
集
い
」
を
本
堂
に
て
、
日
中
法

要
と
法
話
、
そ
の
後
、
座
談
会
の
場

を
開
い
て
お
り
ま
す
。
本
堂
修
復
に

伴
い
、
一
年
間
仮
本
堂
（
同
朋
会
館

二
階
）
で
の
お
勤
め
と
な
り
ま
す
。 

ど
な
た
で
も
お
参
り
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
詣

を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
前
日
（
二
十
七
日
）
は
お
逮
夜
法
要
を
、
午

後
一
時
三
十
分
よ
り
お
勤
め
を
し
て
お
り
ま
す
。 

 【
三
月
二
十
八
日
（
金
）】 

 

午
前
十
時 

 

お
勤
め
（
御
命
日 

日
中
法
要
） 

文
類
偈 

行
四
句
目
下 

 
 

念
仏
讃 

淘
五 

 
 

和 
讃 

回
口 

次
第
六
首 

 
 

回 

向 
願
以
此
功
徳 

◎
今
月
の
法
話
講
師 

栃
倉 

廣
由 

氏 
（
第
二
十
組 

慈
光
寺
） 

 

◇
今
後
の
講
師
一
覧 

四
月 

渡
邉 

智
龍 

氏
（
第
十
八
組 
恩
長
寺
） 

五
月 

小
林 

智
光 

氏
（
第
十
二
組 

淨
照
寺
） 

六
月 

土
屋 

 

真 

氏
（
第
十
五
組 

淨
照
寺
） 

■

定

例

法

話

会

の

ご

案

内 

毎
月
十
三
日
に
は
、「
両
度

の
命
日
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

前
門
首
の
ご
命
日
で
す
。
ま

た
、
蓮
如
上
人
も
御
文
の
中

で
、
こ
の
「
両
度
の
命
日
」

に
つ
い
て
お
書
き
に
な
ら
れ

て
い
ま
す
（
四
帖
目
十
二
通

）。 

 

旧
御
堂
に
て
開
催
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
改
修
工
事
に
伴
い
、
一
年
間
仮
本
堂
（
同

朋
会
館
二
階
）
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
皆
様
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

◇
日 

時 

毎
月
十
三
日 

 

※
八
月
、
一
月
は
除
く 

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
（
一
時
間
程
度
） 

◇
場 

所 

三
条
別
院 

仮
本
堂 

※
会
場
は
変
更
に
な
る
場
合
が
有
り
ま
す 

 
 
 
 

二
月
～
四
月 

 
 
 
 
 

藤
波
龍
英 

氏
（
第
十
八
組  

西
入
寺
） 

 
 
 
 

五
月
～
七
月 

 
 
 
 
 

井
上 

正 

氏
（
第 

十 

組 

受
徳
寺
） 

■

別

院

声

明

教

室

の

ご

案

内 

 

今
年
の
別
院
声
明
教
室

が
二
月
よ
り
始
ま
り
ま
し

た
。
毎
日
の
お
勤
め
を
学

び
た
い
方
、
こ
れ
か
ら
得

度
を
受
け
ら
れ
る
方
、
研

鑽
を
積
み
た
い
方
、
是
非

一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。 

【藤波龍英氏】 【中冨正純氏】 



◇
開
催
日 

 

三
月
十
九
日
（
水
）、
四
月
十
六
日（
水
）、

五
月
二
十
一
日
（
水
）
六
月
十
八
日
（
水
） 

◇
時 

 
間 

午
後
六
時
よ
り
午
後
八
時
ま
で 

◇
会 

 
場 

教
区
同
朋
会
館
（
三
条
別
院
内
） 

◇
講
習
内
容 
正
信
偈 

草
四
句
目
下 

念
仏
讃 

淘
三 

◇
講 

師 
 

中
冨
正
純
氏
（
第
二
十
三
組 

福
照
寺
） 

◇
持
ち
物 

『
真
宗
大
谷
派
勤
行
集
』
ま
た
は 

 
 
 
 
 

『
大
谷
聲
明
集 
上
』、
念
珠
、
筆
記
具 

◇
参
加
費 

五
〇
〇
円
／
回 

参
加
希
望
の
方
は
当
別
院
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

■

別

院

書

道

教

室

の

ご

案

内 

書
道
教
室
受
講
生
を
追
加
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

◇
開 

催 

日 

毎
月
二
回
（
第
二
、
第
四
水
曜
日
） 

◇
時 

 

間 

午
後
六
時
三
十
分
～
八
時 

◇
講 

 

師 

木
原 

光
威 

氏
（
新
潟
県
書
道
協
会
理
事
） 

◇
持 

ち 

物 

筆
（
大
・
小
）、
硯
、
下
敷
、
文
鎮
、 

墨
液
、
半
紙
、
新
聞
紙 

◇
月 

謝 

二
五
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

■

別

院

奉

仕

研

修

に

つ

い

て 

先
達
の
篤
き
御
懇
念
に
よ
っ
て
護
持
さ
れ
て
き
た
三

条
別
院
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
そ
の
歴
史
に
触
れ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
現
代
の
様
々
な
問
題
を
抱
え
る
私
た
ち

が
、
真
宗
門
徒
と
し
て
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
に
出
遇
う
、

そ
の
よ
う
な
奉
仕
研
修
会
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
。 

と
も
に
語
り
合
い
、
人
間
と
し
て
生
き
る
意
味
を
尋

ね
て
い
く
場
と
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

○
日
程
及
び
内
容
に
つ
い
て
、
ご
要
望
等
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
ご
相
談
承
り
ま
す
。 

○
奉
仕
研
修
会
を
参
加
い
た
だ
く
方
（
団
体
）
の
、
冥

加
金
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。 

        

■
同
朋
会
館
に
宿
泊
さ
れ
る
方
へ
お
願
い 

同
朋
会
館
に
宿
泊
さ
れ
る
方
は
、
宿
泊
当
日
に
同
朋

会
館
一
階
の
事
務
所
に
ご
ざ
い
ま
す
宿
泊
者
帳
に
記
帳

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
シ
ー
ツ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代

五
〇
〇
円
と
シ
ー
ツ
を
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

な
お
、
宿
泊
さ
れ
る
方
は
、
翌
朝
七
時
よ
り
仮
本
堂
に
て

晨
朝
が
勤
ま
り
ま
す
の
で
、
お
参
り
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。 

■

三

条

別

院

巡

回

に

つ

い

て 

か
つ
て
三
条
別
院
の
御
影
を
お
迎
え
し
、
各
ご
門
徒

の
お
宅
で
聞
法
会
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
時
代
の
流
れ
や
、
世
代
の
交
代
で
今
で
は
数

え
る
ほ
ど
し
か
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ご
門
徒
の
皆
様

を
は
じ
め
有
縁
の
方
に
ご
案
内
い
た
だ
き
、
三
条
別
院

巡
回
が
よ
り
多
く
の
方
々
の
お
念
仏
を
い
た
だ
く
ご
縁

と
な
り
ま
す
こ
と
を
、
願
っ
て
お
り
ま
す
。  

※
巡
回
の
曜
日
・
時
間
等
は
で
き
る
か
ぎ
り
ご
都
合
に

合
わ
せ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。 

※
現
在
、
宗
祖
真
向
御
影
巡
回
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
希
望
の
場
合
は
組
長
経
由
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

■

三

条

別

院

有

志

の

会

に

つ

い

て 

三
条
別
院
で
は
「
三
条
別
院
有
志
の
会
」
と
い
う
集
い

を
も
ち
、
法
話
や
座
談
会
（
茶
話
会
）
な
ど
、
近
隣
の
方

を
は
じ
め
、
有
縁
の
方
に
お
集
り
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

現
在
十
余
名
の
有
志
の
皆
様
に
よ
っ
て
活
動
し
て
お

り
ま
す
が
、「
三
条
別
院
有
志
の
会
」
で
は
、
よ
り
多
く

の
方
に
ご
参
加
賜
り
た
く
、
新
た
な
参
加
者
を
募
っ
て

お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
な
た
様
で
も
ご
来
院
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
お
問
い
合
わ

せ
は
三
条
別
院
ま
で
。 

◇
◇
編
集
後
記
◇
◇ 

先
日
、
本
町
の
商
店
街
に
て
「
別
院
さ
ん
、
こ
の
前
テ

レ
ビ
見
た
わ
よ
」
と
話
し
か
け
て
く
れ
た
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
っ
た
。
鎚
起
銅
器
で
有
名
な
玉
川
堂
さ
ん
の
協
力
で
作

ら
れ
る
、
御
遠
忌
を
周
知
す
る
銅
製
の
駒
札
に
つ
い
て
の

番
組
を
見
て
い
た
だ
い
た
よ
う
だ
。
駒
札
と
い
う
法
要
を

伝
え
る
広
報
手
段
を
広
報
す
る
と
い
う
の
は
少
し
お
か

し
な
状
況
だ
が
、
時
代
の
変
化
に
伴
い
、
私
た
ち
の
受
け

取
る
情
報
の
形
が
変
化
し
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
変
化

の
中
に
も
、
先
人
の
歴
史
が
そ
こ
に
息
づ
き
、
ま
た
、
伝

統
の
技
を
使
っ
た
駒
札
が
立
て
ら
れ
る
の
は
非
常
に
楽

し
み
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
駒
札
が
立
て
ら
れ
る
の
は
今

年
の
五
月
に
な
る
。
様
々
な
方
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
。 

（
Ｍ
） 

◎
冥
加
金 

 

・
日 

帰 

り 

一
、
五
〇
〇
円 

 

・
一
泊
二
日  

二
、
五
〇
〇
円 

◎
食
事
代
（
昼
・
夕
食
は
業
者
発
注
の
た
め
） 

 

・
朝 

食 

代 
 

 

五
〇
〇
円 

 

・
昼 

食 

代 

一
、
〇
〇
〇
円
程
度 

 

・
夕 

食 

代 

一
、
三
〇
〇
円
程
度 


